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 このような結果を受けて、考察においては S.salivariusの産生物質による S.mutansの
クオラムセンシング抑制について言及している。また、培養期間中で糖質非添加期間を設
定した場合にバイオフィルム中で Veillonella属が優位となったことについては、スクロ
ース供給を絶つことにより、S.salivariusの優位性が減弱し、歯周病関連細菌の増加を促
す菌の増殖を生じたと考察している。さらに一旦絶ったスクロース供給を再開しても細菌
叢中の S.salivariusの優位性は回復しないという興味ある知見が得られたことにより、さ
らなる研究の遂行が望まれる。 
 以上のように、本研究においてポリマイクロバイアルバイオフィルムを使用して初期齲
触誘発環境をシミュレートして、スクロースの添加・非添加により齲蝕関連細菌と歯周病
関連細菌の優位性が細かく変化することが確認されたことは、これまでの報告にない新し
い知見であり、今後の生体環境を再現した齲蝕誘発の機序の解明と齲蝕予防に関する道筋
を示した点は高く評価できる。 
 本審査委員会は、論文内容および関連事項に関して口頭試問を行ったところ、十分な回
答が得られることを確認した。さらに、ポリマイクロバイアルバイオフィルムを用いた齲
蝕誘発モデルの開発は、今後の歯科医療の発展への貢献が期待できるとの結論に至った。
そこで、本審査委員会は申請者が博士（歯学）の学位に十分値するものと認めた。 
 
 
